
令和７年９月１日 

２学期のスタートにあたって 

教頭   村山 哲   

長い夏休みが終わり、子どもたちの元気な笑顔とともに、待ちに待った２学期が始まります。夏の間、ご家

庭での温かな支えのもと、それぞれに充実した日々を過ごされたことと思います。新たな学期を迎えるにあた

り、心身のリズムを整え、学校生活に少しずつ慣れていけるよう、職員一同しっかりと寄り添ってまいります。 

２学期は、学習や行事の幅が大きく広がる学期です。しんよう祭、各学部の行事など、子どもたちの可能

性を伸ばす機会がたくさん用意されています。仲間とともに挑戦し、支え合い、成功の喜びや達成感を味わ

うことが、子どもたちの自信となり、さらなる成長につながります。 

また、この学期は気候の変化も大きく、体調管理が欠かせません。一人ひとりの健康や安全を大切にしな

がら、安心して学びに向かえる環境を整えていきます。保護者の皆様とも力を合わせ、子どもたちが笑顔で

毎日を過ごせるよう取り組んでまいりたいと思います。 

図書室を移動しました 
これまで中学部棟奥にあった図書室を２階高等部棟

（現：学習室２）へ移動しました。令和８年度に中学部在

籍予定生徒数の増加が見込まれ、教室数を確保するた

めです。平成２６年度に現在の図書室への移動を行いま

したので、１２年ぶりとなる移動でした。移動に伴って高等

部生徒のみなさんの学習に支障がないよう工夫するとと

もに、児童生徒のみなさんが活用しやすい、快適な図書

室となるよう、引き続き環境を整えてまいります。ご理解賜

りますようお願い申し上げます。 

図書室 

夏休み中の職員研修の様子 

  当校では、毎年夏季休業中に、児童生徒の安全を守ることや児童生徒一人 

一人の実態に寄り添った教育活動に生かすため、各学部及び学校全体でテー 

マを設定し、研修会を実施しています。学校全体として「不審者対応訓練」、「い 

じめ防止・予防と支援」、「身体支援～動作法からのアプローチ～」、「救急法講 

習」、「人権研修（不適切発言防止研修会）」等を実施しました。警察署、消防署 

や外部専門家の方々から講義を受け、実際に実演したり、ディスカッションしたり 

することで、大切なことを再確認するとともに、新たな学びもまた得ることができま 

した。また、学部単位として、高等部は「特別支援学校高等部を取り巻く現状と進路について」というテーマで、県

立江南特別支援学校ブロックマネージャー 平野先生からご講演いただきました。中学部は「個別の指導計画を

活用した自立活動と各教科の授業づくり」、小学部は「重度重複障害児への自立活動と各教科等（算数）の授

業づくり」として、いずれも上越教育大学教授 笠原先生をお招きし、それぞれ研修会を実施しました。 

  研修会で学んだことを２学期以降の児童生徒の教育活動に反映させていきたいと考えています。 

身体支援研修の様子 



   

令和７年度 しんよう祭WEEK（お知らせ） 

 
※ 詳しいお知らせは今後お配りいたします案内をご参照ください。 

◎ 日時      １０月２７日（月）～３１日（金） 

◎ 展示場所   体育館（下図参照） 

◎ 鑑賞時間   ９：００～１６：００ （児童生徒は１０：００～１５：００） 

◎ 展示内容   児童生徒のみなさんが個人もしくは共同で作成した作品（絵画・書道・立体作品 等） 

 

※基本方針（昨年度までと変更した点） 

  ○ 児童生徒について、学部ごとの鑑賞日は指定せず、学部・学級の実態に応じて柔軟に鑑賞することができ

るようにします。 

→ 全校児童生徒の学習の成果や鑑賞する時間を十分に確保できるように考えています。 

→ 全校行事として、他学部と関わる機会を通してお互いを認め、称賛し合う機会につなげたいと考えてい

ます。 

○ 児童生徒と保護者及び地域の皆様が同じ時間に鑑賞できるようにします。 

→ ご都合がよろしければ、保護者及び地域の皆様も児童生徒と一緒の時間帯にご鑑賞いただき、直接児

童生徒に称賛していただく機会に少しでもつながればと考えています。 

○ しんよう祭については例年、「以前のように全校行事として行ってほしい」等々のご意見をい 

ただいておりますが、感染状況も最近では増加傾向にあるとの報道もなされており、依然予 

断を許しません。児童生徒の健康・安全に万全を期す思いから、今年度も「しんよう祭 

WEEK」として開催いたしますことをご理解くださいますようお願い申し上げます。 

○ 次号では、児童生徒のみなさんが熱心に、楽しそうに作品の創作活動を行っている様子を中心にお伝えいたします。ぜ

ひ、しんよう祭ではお子様の作品から楽しみながら作った姿、友達と協力した様子、精一杯頑張って作成した想い 等を

感じていただけるとありがたく存じます。 

○ 毎回のお願いでたいへん恐縮ですが、個人情報保護について、改めてお願い申し上げます。特に、PR 動画につきまして

は、画像等の使用について、掲載不可もしくは校内のみを可とするご家庭が複数ございます。したがって、体育館及び玄

関で放映する PR 動画を撮影して、校外に持ち出すことはできませんので、撮影禁止とさせていただきます。ご理解いた

だきたくお願い申し上げます。 
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寄宿舎展示 

高等部：平面作品（絵画 等） 

高等部：立体作品 


